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かながわ生協労組 ４月８日にお店で大震災の募金行動実施 

 ４月８日、片倉店で募金行動をおこないました。分会で出来る人が出来る時間に

やろう！ということでこの日は、受付・ディリー・惣菜のパート仕事の前の30分

間、募金の呼びかけをしました。 
 お買い物が終わった組合員さんのお子さまが、小さな手で募金をしてくださいま

した。「募金を呼びかけの言葉ってむずかしいね」と言いながら募金をしてくださ

るたびに感謝の気持ちで胸がじ～んとなりました。（Ａ） 
                            （かながわ生協労組機関紙：ぷらざ） 

生協の機動力を支えた影の「主役」島根に帰る！ 

 
ご存知の様に震災後、燃料が枯渇しました。長時間スタンドに並んだ方も多いと思います。燃料が無

く店舗に泊まった職員も多数でした。これを救ってくれたのが島根県から来た燃料用タンクです。経過

は下記の生協しまねの塩道専務理事のお話をご覧ください。 

 ガソリンを市内の生協専用のスタンドに入れ、そこから生協しまねのトラックタンクに移し、本部で

１０㍑、２０㍑の携行管に移して職員の車などに給油しました。これが無かったら事業復旧や物資搬送

はもっと遅れたことは明白です。タンク経由の給油量は何と35ｋ㍑です。本来ならこちらから返却に行

くべきところですが、生協しまねの塩道専務自ら取りに来ていただき、４月１５日に返還式を行ないま

した（写真）。 

 

 ↑挨拶される塩道専務理事とタンク                 ↑八乙女本部を後に島根へ（大勢で見送り） 

○塩道専務理事のあいさつ 

「宮城県で大きな地震があったと聞いてすぐ河野部長に連絡し、何が足りないかと聞いたら「燃料」と

のこと。何軒かのガソリンスタンドを回って使っていないこの「タンク」を見つけた。無我夢中で持っ

てきたこのタンクをこのように使ってもらったとは思ってもいなかった。少しでも力になればと思って

いたが、少しは力になれたかと思う。皆さんはこれからが大変です。我々も出来ることを考え応援しま

す。一緒に頑張りましょう。何かあればいつでもすぐ駆けつけます。体に十分注意して下さい。島根の

仲間に皆さんの気持ちを必ず伝えます。」 

（みやぎ生協大震災災害対策ニュース№23より） 

 
これまでの募金総額 ６，１０２，５２１円


